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海底推

坊揃綾漂

はじめに

日本の周辺海域での地質調査･研究は従来おもに

特定の目的で限定された海域についてのものが多く

全体的な意味での調査1研究はすべて今後紘かけられ

ている情況と思われる｡北海道はついてもその例外で

匁く周辺海域の地質が全般にどのように扱っているか

･などを述べ弔ことは現在では書わめて魍難匁事

がらに属している｡した淋ってζこでは次の3海

域の調査に無点を合わせていこう｡

堪釧路沖炭蘭の調寮

世噴火湾の海践砂鉄調壷

曲薄軽侮嬢両口海底の地質調査

これらは北海道近海の調査のうちでビッグ岳スリｰと

思われる秘その意味はいずれも多様匁調査法を長期

に実施しかなりの経費をかけその成果は産業1経済

上に直接的荏影響力をもちえられたデｰタの盤も多い

からである｡さらにこれら調査の過程技術式榮な

どすべてが今後行なわれるこの種調査などに貴重匁示

唆と素材を提供しているとみられるからである｡

地質調査所はこれら調査については協力紬叱関連機

関であったのでここに用いたデｰタの大半は調査主体

である冒本鉄道1建設公団太平洋炭砿KK匁紅から

の麗刊資料とその関係曹からの情報な濠に仰い色もので

ある｡第ユ表はζれら調査の調査法校との要約である

がこれにもとずいてそれぞれの調査の特質共通点

問題点など気の付いたζを縫ふれてみたい曲

調査法調査技術

海底開発の基礎とレでのζれら調査はそれぞれきび

しい一種の至上命命的な属的意識のもとに遂行密れて

きたことは注目ぽ値す叡海底の調査は貌在でも決し

て容易ではないがとく紀探査法匁淳が未熟であった調

査の初期に北方海域での関係者の労苦は非常ない)で

あったと想像される圭これら調査¢)目的対象は3青

三様であるが海底下の基盤砦をおもに問題あする釧

路沖および津軽海峡の2者と海底表層堆積物を扱う噴

火湾の場合とでは対庶的である.調査法は目的と

対象と現場の自然条件などとのからみ合いで3者区々で

あるが共通して多岐の技術が用いられとくに津軽

海峡では考えられるあらゆるものが使用テストされ

たという印象である.

このうち海底地形気象海況の調査は沿

岸陸域調査とともに基本である.津軽海峡では水路部

が担当し精神な地形図だとが完成されたがこれに関す

る小向良七氏の報文中に須田圃完次氏(前水路部長)は

その間の事情を｢…･なお在来海底地形の複雑な部分の

大尺度海図の作製は困難なものとされほとんど実施さ

れなかったがこれが完遂されたことデッカ測位機の

精度テストを実地に行ない得たことはともにこの測量

1観測の賜物で…･｣と述べている.釧路沖でも海底

地形測深枚どは比較的初期に実施された｡海底地質

が地形はよく反映される好例を津軽海峡の調査結果はみ

ることができる.水路部は地形およびドレッジ調査の

結果を総合し鶏王図ωの構造図を作成したがこの構造

線の多くは海谷海崖だと夢)地形微地形状況地形

区との関連枝とから想定された､ほぼ同時期岬本国

有鉄道が公表した予察的地質図(篤夏図⑧)とは爾脅

の符合性が強い.第1図(C)はその後音波探査など

の成果を加味し現在決定版と狂っている})でそ

の中には初期に想定した構造線のいくつかが活かされ

ている.伊崎晃民(元国鉄鉄遣技術研究所)によれば

構造上大きな意義をもつ断層は地形にあまり現われず

むしろこれらに併走するやや小さい断層カ茎海釜側面の

急崖などとしてみとめられる傾向といわれる.また初

期に想定された構造線のうちには蒼い堆積物(例白神砂

礫五層)の分布(りフ買ソトとほぼ一致すると考えられ

るものもある｡ざらば黒松内層(新錦三系)のマｰル

帯が一種のケ蕊派潔地形として海底績表現される芯とも

知られている山以上は津軽海峡の例であるが海底地質

調査の際も地形の精査とその解析が有力柱調査の武器

であることを物語る.

ドレ汐茅調蜜は原理的にプリ､バティブであるが

それ祖りの堅実性と安定感とをもっている吉釧路沖お

よび津軽海峡同調査に貢献しとくに海底状況地質条

件がこれ紀適した釧路沖ではアクア･ラング潜水調査

と合わせ採炭は直結し怒精査ぽ効果があ!)その測定密

度は津軽潮映の:腸爵の約6倍に達するヰ津軽海峡でも

ドレッジはよるデｰタが海底地質図作成㌘)根幹をなして

いるがそのような例は北酉九州海底炭田の調査にもみ

られる｡しかし本法にも測点位計測その他に限界が知

られている.�
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位によって記録パタｰンの特色があリ

中でも八雲層

釧路紳では古第三系(浦幌層灘)からの記録はその岩

相地層区分には容易に利用できるとはいいがたく古

第三系の昔響曲佳質には不明の点が少なくないようであ

欝王爽
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釧路沖

査

漆I

睦城

地形

調､継地形(繍)

治堆陵城地質調査

据表

擁嵯炭閏の開発(採炭)

(古第三三系の地質構造讐)

1/5,OOOユ/3,OOO爽渕そ剛幽

王/玉C.000薦三書把摩引こ工/5､㈱

測深3､⑪00点以皿し

物

灘

擬

養

ぼ,,士一

糠査(大正13年以降多数)馴潟調査

試

す

レ･

サ

フ

リ

ン

グ

て

(り

旭

地鰯

1海上

脅波

測練長(吾鰯)鯛曇ぬ3

磁気

陵上

海上

アクアラング,ヘルメット潜水

鋼スナッパｰ式そθ軸

索

法ドレツジ

渕線長(延)3級㎜

6,560-1無

海旗淡沈置型試すい

溌蟻漆鉄塔式試すい

4孔(延櫟度1,13⑰棚)

船上法

･孔(欝嚢鰐m)

睦.ヒ試すい

幾滋(詳繍衆調査)

水;戸写翼撮影

潜水総

位置計瀬11

1神〃^

1…づシシ州咳会法

海象調

公表さ尋､た海底地鱗1

爾禰

(約)畿k㎜2

精度

(約)蝸､000

調査費搬.算

調査期

鯛査機関

㈱

体1

500,000千円

主

主要協力･閥連離闘

碗考

1⑪数等(聡14年以降)

太平洋胸底KK

耽誰遠大学水脇部水滋大学

北海遺教驚大学

{撤蓬進･･太平洋裁磯1こおけ器海底炭

岡ξ)探査と糠出｣二試錐の実施{こついて

鉱i1三地質平⑩;､至8ハ｡,禽0などによる

噴火湾沿岸

海底砂鉄の繰甥､

(表層未魑績雌機物)

主として既予1地形図による

���〰

(毎2.§㎜鷲ン夢一約380良鰍蔓)

海浜砂綴段股砂鉄調査多数

同左雛3腕

(養周査面毛黄)570kエ皿2

31ユ点以｣±

300孔以上(バイブ艀ハン叩一)

163孔以上(簡暴法勉)

セキ風タント

ト多ソシバ･交合絵

検鰯滋鰯流一観測

(約)鋤眺狐聾(衰鰯籍腰線図)

玉!§o宝｡⑰⑪

曇隼(鰯s年以降)

灘藤鳶榊鍬鮒繊服1

地質鰯畿殊北海道鰯幾燭

斎藤コ三雛外}噴火湾地城海底秒織鉱

床調壷報幾k開発庁)な出ζよる

津軽侮燦西口

青函トン.率ル建設工事

(新第三系籍)

エ/10,OOO(航測)

工/25苛⑪00(実測)他

1/20,000(毎2㎜コン孝一)一都

工/5,⑪00,亙/ユ0,OOO

観査層岸調査断層調査図幅調

査(本土側)他

狽1蜻宗長麦匡糸句23kエロ

〃〃§玉協

同左5エ7km

40点

45潮線

的稽一飯

2?､畿(小州武)

§孔

鑓漆(瀦勲39蝉蜜で約分)

鴻婁､索(約泌｡簑枚)

ユ㈱織(禽鯨繋)

セキ淡夢ソト(三漁､爾糊蜜,嗣座標)

一部テツ劣謎耀

海漱滋翻郵｣(繊簸凝趨鰯1則をふくむ)

(絢)夏郷㎞嚢

(約)v鋤畠導⑪⑪

婁古｡⑪c,聾簑⑰平岡

王δ寧(鰯婁夏締以､;蟻)

賢漆麟脅鎌遺(察漆鍛遺嬢殺公団)

北海遠大学氷鶴部地質調査所

胃液綴導建設公団擦料

緑嚇晃津軽海峡両口減臓の地質

鹸遺技祷級窺報告扱とによる�
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る.

しかし在がら音波探査の成果は釧路沖仲含部におけ

る新第三系とみられる地層の新発屍新期堆積物の層厚

とその下位に伏在する断属との関係一般約には第三系

の構造の把握松とと顕著なものがある.噴火湾での音

波探査は表層堆積物の性質その等厚線関の作成に利用

され基盤岩からの情報では調査海域の一部に八雲層

吃しナ

上

､

､…

べ

の存在が予測されているカミここでは基盤に達する試す

い資料カミなく成果の裏付はな慈れていない.

海底砂鉄に対する磁気探査は北海道以外にも事例が多

いが一般に砂鉄の濃集による磁気異常は数10γ程度

のときが多く安山岩などの基盤の影響による異常値に

比べて1～2桁低いものとみられている.噴火湾の場

合にもこのようなケｰスが検討された｡

音波および磁気探査の記録の解釈など

には対象海域の地質特性の考慮が当然必

要であるがこの場合岩石地層の物

理性の検討が重視され最近ではこれに

関する資料(倒木村重政:炭田深部構造の

ための音波探査法に関する実験的研究1967)

も多い.ここでは日本銭遣建設公団浜

彗∴二

三1峰=l!ザ､,を箏1㍑二い]一_]土__讐

第1図φオ津軽海峡酒口部構造線(小向慶七.津軽海峡酉P

付近の海崖地形｡遼簸分聯

の研究水路都調査報告

19路)

れらは員本の海洋試すいの発展過程での

一時期を画するものといえる凸居場法

〔三コ岬1}い少舳舳j

寸

区コ11榊1榊舳Hll

睡翻卜咄閉淋/1･)

腫蟹洲榊舳1洲

睡篶/淋榊η

巨ヨ八州小舳i･･l

1萎雛紬肯1≡

1閑更1弓

第1図1o〕津軽海峡薩q付近地質鰯

∴洲1固

･Trl

■･〕曲領1冊71

∴〉

鰯

第2図津鰹海峡西口Cエ区における泥灰質の構造

〔管臨灘麟羅簾讐質､｡｡｡より転載〕�
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策2表

着看嶺

背面トンネル試掘鋼塊姶石の諸性質(浜健介;祷顧トンネル工事土木地二〔榊1､§nc.2による)

州

方

北

海

遠

方

砂質凝原岩

火山れき凝豚燐

火星!j鏑わ妻繕

蜜凶砦

玄筑砦

凝灰岩

シルト緒

砂蟹凝灰潜

火山れき凝豚緒

脹縮強魔

(地/£が)

(最底～最南)

2鑓

(10蟹～33§)

工6?

(63.?～婁93)

㈸�

(工塞｡菖～?5§)

96基

(艶7～王蜘)

��

(299～9畿)

㈱�

(伽螂)

遺?逐

(工96～夏⑪66)

鱒8

(醐～鋤)

至85

(至至餐～2灘)

夢1張強度

(鱗議)1

路

(1基～40)

㈲

(紅36)

3宴

(2～90)

工1王

(9工～i31)

�

(8～雌)

滋

(n～3王)

㌳

(工?～ユ26)

㌰

(至唾～so)

王2

(10ん20)

(湿)

麗

㈬�

2.エ7

㈬㌶

㈬�

㈮�

2.工9

㈬�

㈬㈳

㈮㈴

吸水率

(鶏)

鵡.O

ユ2.5

釜,嚢

｡｡?

工.?

��

10｡エ

6｡夏

至至,遂

弾性波連騰

(滋)(瀬/豊舵)

2,闘0

�〳�

薯,鯛5

§,遂95

嚢,勧30

㈮�　

㌮〵　

3亭測⑪

婁｡鯛⑬

動弾性係数

(湿)

(長g/c㎜2)×王O裏

��

2c｡?

40.魯

幽.餐

6§.冨

��

㈰�

㈰�

18曲3

以上調査法などについてふれたがいうまでもなく個

々の調査法はそれのみで万能では匁く濠た未固結表

層堆積物を対象とすると書と岩盤を鷺的とする場合と

では調査法地質の解釈法などに大きな差異があること

は常に銘記すべきであるう個

よう由

担当機関;

実施時期:

実施期閥:

従事技術者数1

使用船:

海上保安庁水路都

昭繊募30年

互7舶

鑓名

(延)9隻

㌣㌻二1∴灘

(小向良七:水路部報告願和31からとリ嚢とめ)

釧路坤の場合を合わせこれら調査の初期で海底地形

ドレッジ調査陸水路部水産大学の強力溶支援カ嶋り

その成果は高く評価されている由瞬火湾の場合は調査

主体は箪一で匁くやや複雑抵関係忙あるが要する

に種序の調査が種冷の機関により行狂われ海底砂鉄に

ついての資料の蓄積がなされている.

調査の遂行上各主体機関の払った大き狂努力はいう

までもないが北海遠大学佐々教授などの方々の継続的

な指導1貢献ばこζぽ書慧抽とすことはできない.�
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調査の成果と感想

海底地質図の精度の闇題は陸上の場合ととも

に重要であり必要な精度を出すため多くの努力が要求

される.気象海況それらと関連する調査法の限界

企業化調査ではとくに採算性などの制約を乗り越えなけ

ればなら放い.いま津軽海峡釧路沖両者でみると

地質図原図は前者で1/20ま000(局部的に1/10,000引/5000

があ季と思われる)後者で1/5,000および1/10,000であ

り公表されたものはともに1/50星000(程度)であ

る.そして両者とも第三系は層(FbmatiOn)単位に

さらに一部は部属(Meエ曲§r)にまで区分した地質図と

なっている.これは調査員的から当然とはいいなカミら

関係者の努力は高く賞揚慈れてよいであろう.しかし

陸域地質図と一見同様ぽみ免るこれらの精度は地

噴火湾の嬬合は海底地質図(底質分布図)は作

られていないがこれは調査の胃内性格によるもので

あろう岨

噴火湾海底砂鉄に関する最近の資料(斎藤正雄他:北海

道開発庁1968)のうちで興味を引くことの五つは表

層堆積物をごく浅い部分(海底面下から20～50㎝)とそれ

以下の部分とに2層区分しそれぞれについての鉱物組

成などを比較検討していることである岳海底繭直下の

ごく浅い部分は含水率が高く底層流などによる移動性

にとむものと推定されているがこの部分の砂鉄鉱床の

着磁品位(平均3.33%)はそれ以深の部分中の鉱床品位

(平均2,7晩)より高い値を示す自また砂鉄の濃集

(鉱床)形態や規模も両者の間に差異がある｡慈らに海

底砂鉄の賦存形態と周辺の海浜および段丘砂鉄のそれと

は当然のこと在がら区別がみとめられる｡一方東京湾

ものと考えられている.

今後の問題など

上記3海域の調査は津軽海峡のようにトンネル予備

工事(調査坑の開きく)に重点が切りかえられたものもある

が今後一層の精密調査の余地が多分にあることは関係

者の一致した見解である｡そのようなことの一つには

釧路沖および津軽海峡でのさらに高精度の地形調査

があげられている｡トンネル工事での最大の問題であ

る止水対策に関し漏水原因の一つとしての粗粒玄武岩

々脈の位置性状を海底地形との関連から一層の確度をも

って探査する計画などである.また津軽海峡のトンネ

ル(調査坑)堀さくにともなう前方予知は重要課題の1つ

ですでにかなりの先進ボｰリング(例孔名YB･岩盤掘

進長988･繊ユ)カミ行なわれている.このようた地質の

精査は粗粒玄武岩々脈や断層についての物性的地質

工学的扱側面などを重視した形で推進されるであろう.

また坑内水の源を求めるための地球化学的研究も要請さ

れる.対象をしぼって実施される今後の調査にも試

すいの能率1安定化そのコスト･ダウンが共通の問

題として提起されているのは北海道の場合に限らない｡

とくに海洋試すい(サンプリング)では表層柱状試料採

取の長尺化簡易化水深数王0m以深での岩盤試すい技

術の確立などが要請されており東大海洋研究所地質

調査所試すい機メガｰ校どにおいて解決が急がれてい

る｡しかしこれらは容易なことでは恋い､試すい技

術についてのこのような見通しは別としても釧路沖の

新第三系下の古第三系および巌開基盤の中生界にっいて

のさらに詳しい構造探査租とには音波探査など物鯉

探餐にかけられる期待はは大きいものがある｡この

場合の所要の技術闇発(音波田カの皿ネルギｰ増加など)

については地質調査所においてもほぽ完成されている｡

(付記)1本文とりまとめにあた算資料提供などご支援を姦くの

方から賜りた､こζに列記して謝礼にかえる佐藤

進(太平洋炭鉱KK)持田豊(費本鉄道鏡設公園)

原島竜一(胃本鉄道建設公固)大酒弘(ヤ刊唯一

リングKK)当所関係職員(氏名省略)(敬称略)

･釧路沖海底地質図は必要と思ったが掲載を省略した､

佐藤進氏報文(前掲第1表中)を参照ねがいたい.�


